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（このファイルは、ダミーです！）
土壌改良資材に含まれる肥料成分がシュンギクの品質に及ぼす影響*
土肥植栄1・中河内三郎2・東西かおる3
キーワード　連作，施設栽培，黒ボク土，反応速度論，有効態リン酸

摘　　要
緑化用基盤材として開発されたリサイクル資材および土壌改良に有効であると考えられた数種リサイクル資材の候補について、基盤材としての土壌改良効果を明らかにするために、土壌物理性およびシの生育について調査した。その結果，寒冷期においても簡易な保温によって生育が確保され，本栽培槽が壁面緑化材として有用であった。これにより、土壌からのリン酸供給がシュンギクの香気成分の87％を規定していることを示した．
（英文要旨は、投稿票に記載）
はじめに
　シュンギクは，都市農業の高収益品目として最も一般的に用いられ，近年は中山間地への展開も増加している。都市農地のような高頻度の管理を前提にした場面では，経済的な背景もあり，シュンギクの播種前に十分な排水性を含めた土壌改良が実施されるが，多くの緑化場面では現地土壌をほとんど改良することなく植栽されることがある。シュンギクは，生産地の表層土壌とともに流通しているため，一次的な生育は確保されるものの，長期的な生育安定のためには基盤土壌の改良が重要である。本報では，主として排水性の改良に効果があると考えられる基盤材に数種のシュンギク品種を栽培し，土壌水分等の土壌改良効果とシュンギクの生育について調査した。
材料および方法
1.　基盤材の種類
供試した品種とそれぞれの特徴を示す（表１）。近畿地方の生産場面で最も一般的に用いられる花崗岩風化土（マサ土）を対照区として，保水性が高いと考えられる粘質土と，それに土壌孔隙を増やすと考えられる木質チップの添加区，特に排水性を高めると考えられる素焼き材を配合した区を設定した。
2.　栽培槽の設置および植栽後の管理
　試験場所は，試験場（大阪府羽曳野市）内の露地および無加温のビニルハウスに，1m角深さ20cmの木製枠を設置し，前述の方法で調整した各基盤材を各200L入れ，枠（栽培槽とする）ごとに散水型の灌水設備を設置した（写真-1,2）。
　供試したシバ品種を表-2に示した。展張作業は，表層を平滑にした各基盤材に市販のロール状で供給される張りシバを枠の全面に展張した。ビニルハウスの側面は常時開放とし，雨よけハウスの状態で管理した。灌水は，通常1日1回10分間行った。施肥は行わず，目立った病虫害が発生しなかったため，薬剤の散布もしなかった。また，熱画像を撮影した。
表1　各試験区に用いた基盤材理化学性
	試料名
	項目
	項目
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写真2　試験区の施工状況（施設内試験地）

3.　シュンギクの生育および土壌物理性の調査方法
　シュンギクの生育は，10月15日と11月5日に，試験枠ごとに土壌面から2㎝の高さで刈り取りを行い，掃除機で吸引して採取した葉だけを分別して新鮮重と葉面積を測定した。また，最終調査を行った12月4日には，三相分布測定用の100mL容採土用円筒を用いて鉛直方向に採土し，これに含まれるシバ根を分別して根量を調査した。根量の調査は画像解析（解析ソフト名等）に依った。

土壌物理性は，山中式土壌硬度計を用いて表層から10㎝まで（表土とする）と10－20㎝（心土とする）について測定した。同じ層位から三相分布測定用の100mL容採土用円筒を用いて採土し，土壌水分，孔隙率を測定した。また，経時的な土壌水分の推移をTDR土壌水分センサー（◯製◯型式）を用いて測定した。栽培時の気温および培地温度は，データロガー付きの温度センサー（T&D製TR-51s）を露地試験地とビニルハウス内に設置するとともに，の種類別に温度センサーの先端部を地表から5㎝の深さに埋設して測定した。
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図３　各土壌改良資材の生育促進

結果および考察
1　シュンギクの生育
11月5日におけるシュンギクの生育状況を写真3,4に示す．また，刈り取り調査の結果を図1,2に示す．地上部生育については，試験開始時には倍量区で順調に葉身が伸長し，特に品種アキアカネでその傾向が顕著であった。花崗岩風化土区では試験開始1か月までほとんど伸張が見られず，気温の低下に伴って地上部が黄化した。それ以外の品種は，順調に地上部が生育した。なお，冬期に生育の停滞するソウシュンでは，地上部の伸長はほとんど見られなかった。しかし，根長の測定結果によれば，地上部に伸長の見られない時期においても心土への伸長が認められた。熱画像の調査結果を図4に示す。
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図1　シュンギクの刈り取り調査結果
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図4　熱画像調査結果（露地試験地）

表3　シュンギク栽培後の深さ別土壌硬度（露地試験地）
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3.2　土壌物理性の調査
最終調査時の土壌断面における土壌硬度を表3，4に示す。今回の試験では，踏圧が無かったために，いずれの基盤材においても硬度は低かった。露地試験地とハウス試験地を比較して，対照区においてややハウス試験地で高かったのは，雨水の影響がないために人為的な灌水による乾湿の影響で固結したものと考えられた。

土壌水分の推移を図5に示す。また，作土の温度推移を図6，7に示す。
今回の試験では，播種後の短期間において，基盤材に含まれる養分の影響を受けていることが明らかとなり，今後踏圧など，土壌物理性に強く影響する因子を含めた堆肥施用の最適化についての検討が必要であると考えられた。
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表をオブジェクトとして貼り付ける場合
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